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畿
月
八
日
（
木
）

山
　
本
　
一
　
清

昨
夜
二
十
吋
で
撮
つ
六
塗
壁
ぐ
＼
中
村
君
か
ら
途
っ
て
來
六
ス
ヶ
シ
チ
ミ
比

べ
て
、
「
申
村
彗
星
こ
の
位
置
が
略
々
わ
か
つ
六
の
で
、
國
際
寛
黒
具
天
圖
ε
比
べ

て
精
確
な
繕
緯
度
を
計
算
し
、
夕
方
、
．
軌
蓮
要
素
旭
得
六
Q
結
果
、
ほ
ド
ペ
ヲ

イ
ン
美
星
ピ
同
一
．
な
も
の
で
あ
る
こ
虐
の
謹
操
を
得
六
。

　
正
午
、
ブ
ン
ビ
ー
氏
シ
カ
ゴ
よ
り
編
ろ
。

　
雪
曇
り
ゅ

二
月
九
日
（
金
）

　
プ
ン
ビ
華
氏
午
前
中
に
天
運
台
に
出
て
ゐ
糞
の
に
、
正
午
か
ら
解
熱
就
床
、

シ
モ
ヌ
嬢
も
同
時
に
同
病
！
　
ご
う
も
同
氏
が
シ
カ
ゴ
行
き
で
流
感
な
袷
っ
て

來
た
ら
し
い
。
皆
々
大
警
戒
。
．

　
正
午
、
．
パ
ー
ク
．
バ
ー
ス
ト
敏
授
濁
リ
ナ
シ
ヴ
イ
ル
市
か
ら
録
っ
て
來
乳
。
き

け
ば
、
同
行
し
乗
可
一
氏
ば
シ
カ
ゴ
で
他
に
立
寄
っ
て
、
約
束
の
汽
車
に
外
れ

訳
筆
。

＝
月
十
・
日
（
土
）

　
．
午
前
．
中
、
天
治
台
で
讃
書
や
ら
詩
算
や
ら
。

　
午
後
、
二
人
で
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
数
授
な
訪
．
問
、
木
曜
日
に
ナ
シ
ヴ
イ
ル
市

で
行
匡
れ
糞
バ
ー
ナ
ー
ド
の
帥
葬
式
の
模
様
な
ご
の
話
准
き
く
。

　
夕
方
、
サ
ー
氏
昂
來
〇

二
月
十
剛
日
（
日
）

　
午
前
中
、
室
内
仁
譲
書
Q

　
午
後
、
サ
ー
氏
た
訪
問
、
ナ
．
ヴ
ヴ
イ
ツ
の
十
一
産
猟
請
な
斗
」
く
0
バ
；
〃
氏
に
3
も

聞
き
、
平
一
氏
か
ら
も
聞
い
て
、
殊
に
今
陶
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
友
人
や
家
な
ご

が
阿
か
に
む
る
が
知
っ
て
、
品
分
も
水
曜
の
日
」
逡
骸
に
付
き
添
っ
て
行
け
ば

よ
か
っ
た
ε
．
思
つ
九
〇

二
月
十
二
日
（
月
）

　
鳥
津
氏
の
招
き
に
よ
り
、
朝
七
時
牛
の
汽
車
で
シ
カ
ゴ
行
惑
Q
九
時
過
ぎ
北

（
四
〇
）

西
停
車
揚
着
、
そ
れ
か
ら
直
ち
に
ソ
ー
キ
パ
ー
〃
通
り
の
島
津
氏
の
宅
へ
。

　
午
後
｝
時
頃
飛
び
出
し
て
」
下
町
で
貿
物
な
し
六
リ
、
活
動
秘
見
六
り
。
六

時
頃
、
青
年
會
に
蹄
り
、
．
そ
れ
か
ら
、
同
會
の
創
立
満
＋
二
年
記
念
晩
餐
會
に

出
席
。
・
二
百
人
餓
り
の
も
の
、
日
本
・
食
過
喜
ぶ
〇
十
時
孚
閉
會
コ
夜
ば
島
津
玩

宅
で
ε
ま
る
Q

二
月
十
［
昌
日
（
火
）

　
昨
夜
の
約
束
で
、
今
朝
八
中
隔
ラ
サ
ル
街
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
行
き
、
錦
織
君

ε
撮
し
、
今
、
ニ
ゥ
ヨ
ー
ク
か
ら
來
着
す
る
川
中
君
な
迎
え
た
。
そ
れ
か
ら
一

先
づ
青
年
．
會
に
落
付
き
、
、
次
で
叉
、
一
同
島
津
氏
宅
に
移
り
へ
こ
」
で
永
年
ふ

り
の
話
し
に
ふ
け
ろ
。
．
川
中
氏
の
南
亜
南
来
談
が
最
も
珍
ら
t
い
ゆ
正
午
に
値

皆
々
、
島
津
氏
の
御
馳
走
に
み
つ
か
る
。
．
午
後
二
時
か
ら
、
川
中
君
、
、
、
「
ス
橋

本
、
及
び
吾
々
二
入
ミ
い
ふ
四
人
同
行
、
自
分
が
案
内
役
ビ
い
ふ
資
格
で
、
始

め
て
見
ろ
ユ
ニ
ナ
ン
」
ス
ト
ッ
ク
・
ヤ
ー
ド
を
見
物
に
行
つ
れ
。
珍
ら
し
い
大
雪

降
り
で
溢
血
一
悪
か
つ
六
〇
午
後
四
暗
頃
、
青
年
會
に
三
栖
、
そ
れ
か
ら
、
又

錦
繰
君
な
加
へ
、
総
勢
五
人
で
下
町
か
散
歩
・
に
げ
し
い
興
亡
風
ぜ
で
や
。
．
切

れ
な
い
Q
芝
居
な
見
て
、
十
一
時
頃
島
津
氏
宅
に
廉
ろ
。

鞠
剛
月
十
四
日
（
水
）

　
午
後
二
時
ま
で
、
又
々
島
津
氏
宅
の
客
間
で
川
中
氏
ぜ
話
す
。
今
日
ぱ
ヨ
n

。
ソ
バ
の
土
産
話
か
ら
、
ひ
き
つ
穿
い
て
日
本
の
、
．
京
都
の
、
話
が
匡
づ
ん
だ

　
二
時
過
ぎ
か
ら
英
子
に
附
近
の
洋
服
屋
へ
行
春
、
自
分
に
青
年
會
の
圖
書
室

で
、
日
本
か
ら
通
信
物
な
ど
見
る
り
夜
ば
美
術
商
森
町
ピ
島
津
氏
宅
で
長
い
間

話
す
。

』傭

誌
¥
五
厩
（
木
）

　
午
後
三
時
過
ぎ
の
汽
車
で
ペ
ー
に
回
る
。
餅
っ
て
見
て
驚
い
れ
こ
ε
に
、
．
丁

度
吾
々
の
、
シ
カ
ゴ
滞
在
中
、
シ
カ
ゴ
で
も
あ
の
通
り
の
大
吹
雪
が
吹
き
績
い
六

が
、
べ
一
で
に
一
暦
此
の
荒
れ
が
低
げ
し
く
て
、
．
風
定
雪
ば
か
り
で
な
い
、
砂

の
嵐
が
吹
い
て
書
も
薄
暗
か
つ
れ
そ
う
な
。
な
ろ
ほ
こ
、
天
文
台
の
外
園
に
匡

深
き
四
五
尺
に
及
ぶ
や
う
な
雪
ミ
砂
の
山
が
あ
ち
こ
ち
に
出
爽
て
る
ゐ
。
室
内

匡
㍉
何
れ
の
室
内
も
、
こ
こ
か
ら
吹
き
込
ん
だ
か
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
砂
が
稜

り
て
み
る
。

　
蹄
っ
て
見
れ
ば
、
プ
ン
ビ
ー
氏
ほ
回
復
し
て
「
今
日
始
め
て
床
か
ら
出
て
來

ま
し
距
。
シ
モ
ヌ
も
明
日
に
起
き
ま
囲
う
」
ミ
い
っ
て
居
ら
．
れ
ろ
。
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二
月
や
六
日
（
金
〉

　
昨
夜
、
天
文
台
よ
り
の
録
り
遽
に
悪
寒
な
感
じ
た
が
、
今
朝
に
氣
分
が
悪
い

そ
れ
で
も
午
前
中
ば
天
丈
台
へ
出
で
、
見
尊
け
れ
ご
、
午
後
に
は
就
床
し
六
食
事

な
室
に
運
ん
で
貰
ふ
。
ー
ー
し
か
し
熱
ぼ
挙
熱
。
只
頭
痛
が
は
げ
し
い
流
感
で

は
無
い
亡
思
ふ
が
、
用
心
の
六
め
ア
ス
ピ
”
ン
な
ご
呑
ん
で
見
ろ
。

望
月
十
七
日
（
土
）

「
や
瓢
り
頭
痛
U
ひ
ど
い
Q
但
し
熱
ぱ
無
い
Q
終
日
床
の
中
で
眠
つ
実
り
雑
誌

た
よ
ん
だ
り
。
、

二
月
十
八
日
（
日
）

今
日
ほ
少
し
領
分
が
好
い
の
で
、
書
の
時
か
ら
食
卓
に
つ
く
。
し
か
し
午
後

は
や
ば
り
眠
る
。

雨
月
十
九
日
（
月
）

　
午
前
中
、
氣
分
が
好
い
の
で
天
丈
台
へ
患
て
見
犬
が
、
午
後
ば
頭
痛
の
た
め

又
々
、
床
に
つ
く
。
夕
方
に
大
ぶ
ん
快
く
な
つ
穴
が
、
書
問
眠
つ
六
か
ら
、
夜

．
眠
ら
札
な
い
Q

二
月
二
十
日
ハ
火
）

午
』
剛
出
丁
天
丈
ム
ロ
へ
出
ろ
Q
ロ
一
本
か
ら
郵
便
物
が
ご
つ
さ
り
來
力
、
曲
央
子
陣
μ
大
日
昌

び
。
午
後
、
覆
痛
の
た
め
就
床
。

　
英
子
に
午
前
中
、
村
で
買
物
。

　
今
日
、
ヅ
ン
ビ
ー
夫
人
俄
か
に
獲
熱
就
床
）
又
、
例
の
流
感
ら
し
い
O

一一

脂
ﾃ
十
国
日
（
水
）

バ
ー
ナ
ー
ド
の
死
去
以
來
、
引
き
つ
ジ
き
我
が
ヴ
ン
ビ
評
家
1
1
病
人
の
綾
爽
で

大
弱
り
。
幸
ひ
に
吾
々
鵬
人
共
健
康
に
な
つ
れ
が
、
ヴ
ン
ビ
ー
出
入
就
床
の
れ

め
、
食
事
に
大
差
支
へ
Q
吾
々
二
人
に
今
日
、
書
割
夕
食
々
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス

ト
家
に
招
か
れ
て
行
く
。

　
ミ
ス
・
カ
ル
ブ
ー
｝
が
ナ
シ
ヴ
イ
ル
よ
り
麟
っ
て
來
大
〇

二
月
二
十
二
日
（
木
）

　
ワ
シ
ン
ト
ン
の
誕
生
日
で
天
落
足
ぱ
書
の
間
ば
休
み
。

　
午
前
中
、
自
分
ぽ
村
へ
出
で
買
物
し
穴
り
散
髪
し
れ
り
。

　
夕
方
、
パ
ー
グ
ハ
ー
ス
ト
氏
二
塁
に
二
十
四
吋
塔
に
上
っ
て
魚
座
S
星
な
撮

影
。
そ
の
れ
め
時
間
が
な
く
な
っ
て
、
今
夜
、
小
端
校
で
あ
る
男
子
衆
の
會
食

に
ば
出
席
出
來
な
か
つ
六
〇
プ
ン
ど
1
夫
人
全
快
、

二
月
二
十
三
日
（
金
）

　
午
前
中
天
丈
台
で
讃
書
り

　
午
後
、
英
子
少
々
獲
熱
就
床
。
夕
最
高
濫
三
十
八
度
九
〇
調
う
く
流
感
に

取
り
つ
か
れ
六
ら
し
い
。
ブ
ン
ビ
ー
夫
人
に
前
の
経
瞼
に
よ
り
、
い
ろ
ー
ミ

親
切
に
世
話
し
て
下
さ
ろ
〇

二
月
昭
剛
十
四
日
（
土
）

　
英
子
の
熱
に
李
熱
に
下
つ
六
。
し
か
し
油
臨
大
敵
、
終
日
就
床
中
Q
自
分
も

天
・
文
《
ロ
へ
㎞
μ
行
か
す
、
室
内
で
、
咄
讃
書
す
〇

二
月
■
剛
十
五
日
（
日
）

午
前
二
時
牛
耳
床
、
観
測
衣
を
着
て
二
＋
四
吋
塔
に
上
ろ
。
珍
ら
し
や
北
方

の
地
挙
線
に
ば
廣
く
明
ろ
い
オ
ー
ロ
ラ
が
見
え
て
み
る
。
自
分
に
ば
之
れ
が
生

れ
て
始
め
て
だ
。
四
十
吋
で
魏
測
中
の
ブ
ン
ビ
ー
氏
も
屋
上
に
出
て
來
て
眺
め

る
・
大
き
な
光
芒
が
ユ
ラ
ー
立
動
き
ひ
ら
め
く
の
ほ
全
く
肚
襯
で
あ
る
。
三

時
か
ら
自
分
に
二
＋
四
吋
で
、
乙
女
座
U
星
や
猟
犬
座
星
雲
や
大
熊
座
セ
ー
星

な
ご
な
撮
影
ず
。

　
日
曜
だ
け
れ
ご
、
終
、
日
室
内
に
居
て
、
英
子
の
世
話
か
ず
ろ
。
熱
に
低
い
O

夕
食
後
、
少
し
頭
痛
為
訴
ふ
Q

二
月
閣
閣
十
六
日
（
月
）

　
今
朝
、
英
子
床
離
れ
。

　
口
μ
本
・
よ
q
來
信
Y
桐
生
の
推
淵
か
ら
、
ブ
ン
ビ
ー
家
の
ミ
シ
リ
ン
嬢
へ
年
賀
状

が
届
く
、
自
分
に
之
れ
奄
英
講
し
て
、
嬢
に
渡
す
Q
大
喜
び
。

　
自
分
に
午
前
中
か
ら
計
算
。
夜
ほ
爲
虞
の
プ
リ
ン
ト
か
し
穴
。

　
天
文
台
の
璃
示
板
に
は
「
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
夫
人
が
今
日
ロ
ビ
ン
の
鳴
く
の

た
聞
い
れ
」
ざ
晦
六
。
い
よ
玉
容
が
疑
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
銀
　
　
　
河

星
籏
澤
如
ソ
水
雨
晴
輝
似
γ
銀
循
環
分
’
垂
旦
夜
酬
練
巨
霊
自
宥
同
一

　
　
　
　
　
飛
　
　
　
星

星
飛
忽
然
去
光
跡
不
相
蓮
瞥
見
爲
妖
怪
人
闘
屡
一
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
　
　
池
田
　
喜
太
耶

（
四
一
）


